





Translation and Annotation of “The Nine Chapters 
on the Mathematical Art（九章算術）” Vol. 30
 OHKAWA Toshitaka and TAMURA Makoto　
Abstract
  “The Nine Chapters on the Mathematical Art” was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of “Suan-shu shu.” The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on “Suan-shu shu.” 
  This is the thirtieth article based on our research and results in which we studied the 
problems 9 to 16 of Chapter 9, Gougu（句股）.
　『九章算術』は『算数書』出土以前は数学書としては中国最古のものであった。我々は、
我々の『算数書』研究を起点に、『九章算術』の劉徽注、李淳風注を含めた訳注を完成さ
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［九］今有圓材、 埋在壁中、 不知大小。 以鐻鐻之、 深一寸、 鐻衟長一尺。 問徑幾何。
荅曰、 材徑二尺六寸。

















　　（4 4）円材の半径をr、深さをd、鋸道を2cとすれば、直角三角形AODにおいて、弦 r 、
句 c 、股 （r−d） となり、r2 = c2+（r−d）2  。これより、2r= c
2
―d +dとなる。すなわち、
句 と 弦・ 股 の 差 が わ か っ て い る と き の、 弦 を 求 め る 公 式（［七］題 参 照 ）、
÷2と基本的に同じである。これが「半鐻衟自乘、如深寸而一、
以深寸 之」である。本題では、 c = 10÷2 = 5 寸で、d = 1であるので、具体的計
算は、2r＝52÷1＋1＝26寸となる。図 9 ②参照。
訳：今円材で壁中に埋まっているものがあり、その大きさは不明である。円材を鋸で切っ
て行くと、深さが 1 寸になったところで、鋸が切った円材の幅は 1 尺となった。問う、
円材の直径はいくらか。
3『九章算術』訳注稿（30）（大川俊隆・田村　誠）






注：（4 5）「以鐻衟一尺爲句、材徑爲弦｣ で劉注が想定しているのは、 直角三角形ACBで、
弦は 2r、 鋸道は 1 尺である。 ところが、 ｢鐻深一寸爲股･弦差之一半。 故鐻長亦半
之也｣ では、 想定しているのは直角三角形AODのようである。 これはおそらく計
算をより簡単にするためであろう。 ｢鐻衟｣ は後半では ｢鐻長｣ と言い換えられて
いるが、 同じものを指す。














注：（4 6）「去本」とは、本章第八題を指す。 そこでは、 ｢加差於幷｣ と、 弦と股の差（c−b）
と弦と股の并（b+c）を足すことが行われており、（c−b） + （b+c） = 2c となり、 c
を求めるには最終段階で 2 で割らなければならない。 これが ｢｢去本｣ 當半之｣ の
意。 注（39）参照。
　　（4 7）本題では、 注（37）のように、 円材の半径をr、 深さをd、 鋸道を2cとし、 直角三





















―d +d）÷2 にa=10、d= 1 を代入すれば、 c=（
102―1 +1）÷2 と
なるが、 求める門広は2cであるので、 最後の÷ 2 の計算は不要。 具体的計算は2c= 
5『九章算術』訳注稿（30）（大川俊隆・田村　誠）
102+ 1 =101寸= 1 丈 1 寸となる。 図10①②参照。
訳：今門を開けると閫から 1 尺の距離で、両門が離れている距離が 2 寸であった。問う、
門の広（幅）はいくらか。
　　　答えにいう、 1 丈 1 寸。
　　 　術にいう、閫からの距離 1 尺（10寸）を自乗し、得られた値は、両門が離れている
















　　　 と本来なら最後に 2 で割るが、本題で求めるのは両弦であるので最後の 2 で割る計
算は不要で、（句冪―差 ）の計算だけでよいという意。注（49）参照。
訳：本題では、閫との距離 1 尺を句とし、門の広（幅）の半分を弦とし、両門が離れてい
る距離 2 寸は、半分にして 1 寸とし、これを弦と股の差として、弦を求める。公式を
用いたなら、最後に 2 で割り半分にすべきなのだが、今は弦 2 つ分が門の広（幅）で
あるので、最後に 2 では割らないのである。
［一一］今有戸高多於廣六尺八寸、 兩隅相去适一丈。 問、 戸高 ･ 廣各幾何。
荅曰、 廣二尺八寸、 高九尺六寸。
術曰、 令一丈自乘爲實。 半相多、 令自乘、 倍之、 減實、 半其餘、 以開方除之。 所































訳：今戸の高さが広より 6 尺 8 寸多く、対角の距離が 1 丈のものがある。戸の高さと広は
それぞれいくらか。
　　　答えにいう、広は 2 尺 8 寸。高さは 9 尺 6 寸。






































































方形ABCDと内の正方形IJKLを図11②のように置く。 弦2 すなわち弦冪は、 正方
形EFGHで示される。 正方形IJKLは、（股−句）2、 すなわち差冪で示される。 図か
ら、弦冪× 2 は面積として正方形ABCD+正方形IJKLとなるので、 2×弦冪−正方
形IJKL=正方形ABCDとなり、 この正方形の一辺（股+句）はこれを開平方してや
ればよい。 具体的計算は、 2×1002−682=15376， =124 すなわち股+句は
124である。 これから股−句の68を引いて 2 で割ってやれば28、 これが句（戸広）。








上注で開平方したのは正方形ABCDであったが、 ここでは、 その 1―4 の正方形ASQT
を考える。 図11③参照。ASQTは、 朱冪 2 と黄冪（差冪）1―4 から成る。 まず、 弦冪
=朱冪 4 +黄冪 1 であるので、 ここから黄冪 2―4 を引く。 すなわち、（朱冪 4 +黄冪 1 ）
−黄冪2―4 =朱 冪 4 +
黄冪2
―
4 となる。 この（朱冪 4 +
黄冪2
―






















の自乗（正方形IJKL）を加えると、 弦冪が 2 つできる。 よって、 この 2 つの弦冪を
半分にして（すなわち 1 弦冪にして）、 これを開平方してやれば弦が求められる。










となる。 図11④参照。よって、 弦がわかっているときには 弦2×2 を開平方してや
れば句と股の和が出る。 句と股に差がある場合には、 上のように ｢相多きを半にし




















　　　 　矩句 = 股2−句2 、 廣 = 股−句（＝句股差） となり、この矩句の面積を句の 2 倍
（GJ）を従法にして帯縦開平すれば廣が得られるのである。即ち
　　　　　　　　（股−句）2＋ 2 句（股−句）= 股2−句2 ・・・①
　　　 　しかし、これは一般論として述べたことで、本題を解くのに必要な式ではない。
なぜなら、本題では句股差=68と与えられているので①式を必要とせずとも次注













　　（6 0）こ の 一 術 は 次 の 計 算 を 述 べ て い る。 弦 冪c2=1002か ら 句 股 の 差b−cの 冪
（b−c）2=682 を引けば、 朱冪 4 つ分となる。 これを 2 で割って朱冪 2 つ分にす
ると、 これは句と股を掛けた長方形HIGDの面積となる。（1002−682）÷2=2688
であるので、 仮に句をxとすると、 股はx+68であるので、 長方形HIGDの面積




　　　 　①は、 訳注稿（10）の ｢開方術｣ の注（41）で示した方法と基本的に同一であ
る。 ｢開方術｣ の定法を ｢従法｣ と考えて行えばよい。 図11⑥は、 x2+68x=2688を
算木による法で解いたもの。










【図 11⑦】  
 
訳：今戸の広を句とし、高さを股とし、両隅の間の距離 1 丈を弦とし、高さが広より
多い 6 尺 8 寸を句・股の差とする。図中の各部位を考えるに、弦冪はちょうど 1 万
寸平方となる。これを倍にし、句と股の差冪を引き、開平方すると、得られる数値は
高さと広の和である。この和から差を引いて半分にすれば、戸広となる。これに多い
分の 6 尺 8 寸を足すと、戸高となる。  
今本題の術では、先に句と股の和の
�
� を求めるもの。1 丈（100 寸）を自乗して、
朱冪 4 と黄冪 1 とし、句と股の差を�� にして自乗して（
�
� とし）これを 2 倍すると、



























　　 　今本題の術では、先に句と股の和の 1―2 を求めるもの。 1 丈（100寸）を自乗して、朱
冪 4 と黄冪 1 とし、句と股の差を 1―2 にして自乗して（




ると、朱冪 2・黄冪 1―4 が残る。この面積は、大正方形において、
3―4 の面積を棄て、ちょ





































問戸高 ･ 廣 ･ （袤）［衺］各幾何。
荅曰、 廣六尺、 高八尺、 （袤）衺一丈。

























と戸の広から 4 尺分出ない。縦にすると戸の高さから 2 尺分出ない。これを斜めにす
ると、ちょうど戸の斜辺と合致する。問う、戸の高さ・広・斜は如何ほどか。



























注：（6 4）この両句の意は､ 句冪･股冪と弦冪の配置を図12②を基に考えるに､ 句冪が矩で
表になった場合（ADCLHF）には､ 股冪は裏で正方形（FHLB）となる｡ 逆に､ 股
冪が矩で表になった場合（ABCKIE）には､ 句冪は裏で正方形（EIKD）となる､ と
いうこと｡
　　（6 5）上注のように､ 両者が連なっても､ 両者の一方が矩で挙げられると､ 他方は正
方形となるという意｡
　　（6 6）今､ 同じ面積の､ 裏の句冪（EIKD）から青矩の表（ADCLHF）への移行を考え
ると､ 矩形（EDKJHG）は共通するが､ 黄方､ 即ち正方形（GIJH）が足りない｡ し
かし､ この黄方は､ 句矩（ADCLHF）と股矩（ABCKIE）が重なる部分である 2 つ
の ｢廉｣（AFGEとCKJL）の和と面積が同じである､ との意｡
　　（6 7）｢廉｣ は､ ｢訳注稿（11）｣ の注（99）参照｡ その原義は､ 辺､ 側辺の意であるが､
ここでは､ 矩句（あるいは矩股）の側辺にあるAFGEとJLCKを指す｡ 1 つの ｢廉｣




　　（6 9）具体的計算は、弦－股＝2 、 弦－句＝4 だから、この差どうしを掛けて 2 倍すると、
（2×4）×2＝16 と正方形の冪の面積となる。これを開平方すると ＝4 となり黄













［一三］今有竹高一丈、 末折抵地、 去本三尺。 問、 折者高幾何。
答曰、 四尺二十分尺之十一。

































































［一四］今有二人同所立。 甲行率七、 乙行率三。 乙東行、 甲南行十步而邪東北與乙
會。 問、 甲 ･ 乙行各幾行。
答曰、 乙東行十步半、 甲斜行十四步半及之。
術曰、 令七自乗、 三亦自乗、 幷而半之、 以爲甲邪行率。 邪行率減於七自乘、 餘爲
南行率。 以三乗七爲乙東行率［25］。 置南行十步、 以甲邪行率乘之、 副置十步、 以
































　　 　術にいう、 7 を自乗して、 3 もまた自乗して、合わせたものを半分にして、甲の斜










































が 2 弦に等しい大長方形GANMができる。すなわち句弦和2+股2＝ 2 弦×句弦和。
その半分GABKは弦を一辺とする長方形であり、「弦率」は弦と句弦和との積、す
















































[27]句 ・ 股相乘爲朱 ・ 靑 ・ 黃冪各二。 令黃冪連於（下隅）[隅中][一]、 朱 ・ 靑各以類合、 共成
修冪。 中方黃爲廣、 幷句 ・ 股爲袤。 故幷句 ・ 股爲法。
冪圖方在句中、 則方之兩廉各自成小句股。 而其相與之勢不失本率也。 句面之小股、 股面之
小句從（縦）橫相連合而成中方。 令股爲中方率、 幷句 ・ 股爲廣率、 據見句五步而今有之、 得
中方也。 復令句爲中方率、 以幷句 ・ 股爲袤率。 據股十二步而今有之、 則中方又可知。 此則


















注：（8 8）句・股を 2 辺とする長方形は、直角三角形 2 つ分である。求める正方形の部分
を黄冪とし、それを除いてできる小さい直角三角形 2 種を朱・青としている。図15
①参照。
















　　（92） 朱と題意の直角三角形が相似であるから 股：股+句=中方：句 である。













［一六］今有句八步、 股十五步。 問、 句中容圓徑幾何。
答曰、 六步。









術に従って計算すると、句 8 歩、股15歩であるから、弦は = =17歩
であり、句×股×2―句＋股＋弦 =
8×15×2―8＋15＋17 =






　　 　術にいう、 8 歩を句とし、15歩を股とし、これによって弦を求める。 3 つの数を合
わせて法とする。句を股に乗じ、それを 2 倍して実とする。実を法で割ると円径の歩
数が得られる。
[28]句 ・ 股相乘爲圖之本體、朱 ・ 靑 ・ 黃冪各二則倍之爲各四。可用畫於小紙、分裁邪正之會、
令顚倒相補、 各以類合、 成脩冪。 圓徑爲廣、 幷句 ・ 股 ・ 弦爲袤。 故幷句 ・ 股 ・ 弦以爲法。
又以圖之大體言之、 股中靑必令立規於橫廣、 句 ・ 股又邪三徑均、 而復連規從（縦）橫量度句
股、 必合而成小方矣。
　又畫中弦、 以觀其會、 則句 ・ 股之中成小句股弦者（四）[一]。 句面之小股・股面之小句皆小
方之面、 皆圓徑之半。 其數故可衰、 以句・股・弦、 爲列衰。 副幷爲法。 以（小）[二]句乘未幷者、
各自爲實。 實如法而一、 得句面之小股可知也。 以股乘列衰爲實、 則得股面之小句可知。 言
雖異矣、 及其所以成法之實、 則同歸矣。






























3 つの四角形になる。図16①参照。句・股を 2 辺とする長方形を本体とすると、題
意の直角三角形 2 つ分であるから、本体 2 つではそれぞれ 4 つ分ずつになるという
こと。


















すなわち、 股：句＋股+弦 = 小股：小句+小股+小弦　ここで句面の小直角三角形
についてその周長（小句+小股+小弦）が句に等しいことを用いる。これについて
28）では次の内容の証明を与えている。
　　　　　 Oは 内 接 円 の 中 心 な の で ∠GBO=∠OBDで あ り、GHとBCが 平 行 な の で 
∠OBD=∠GOBである。したがって∠GBO=∠GOBであるからGO=GBである。
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